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多文化共生のまち
妹背牛町と

ベトナム人地域おこし協力隊の歩み

ベトナム人と生きていく

妹
背
牛
に
住
む
人
た
ち
と
意
見
を
交
わ
す
「
町

政
懇
談
会
」。

席
上
で
、
町
民
の
方
た
ち
が
言
い
ま
し
た
。

「
ベ
ト
ナ
ム
人
の
支
援
や
交
流
を
し
た
い
け
れ

ど
、
言
葉
が
分
か
ら
な
い
」

必
要
だ
っ
た
の
は
、言
葉
の
壁
を
解
決
す
る
人
材
。

町
は
、
日
本
人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
橋
渡
し
役
を

担
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で
は
な
い
、
生
活
支
援
を

専
門
と
す
る
協
力
隊
の
活
動
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
取
り
組
み
。

技
能
実
習
生
ら
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
彼
女

た
ち
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
町
民
の
皆
さ
ん

と
も
打
ち
解
け
、
交
流
活
動
や
地
域
振
興
な
ど
、

そ
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
１
人
目
の
協
力
隊
員
が
着

任
し
て
か
ら
３
年
間
の
歩
み
を
辿
り
ま
す
。

ベトナムに伝わるバンブーダンスの体験学習

町内の商品券を使って夕食を楽しむベトナム人

商工会女性部の研修会の講師

花を活用した環境美化活動に参加
母国の家庭料理を対面販売

町民と一緒に健康運動

妹背牛で盛んなカーリングを体験

技能実習生向けの日本語教室

町民に料理を配膳するベトナム人
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人
口
約
２
７
０
０
人

の
妹
背
牛
町
は
、
町
内

の
民
間
企
業
（
製
造
業
）

２
社
に
27
人
（
10
月
末

現
在
）
の
ベ
ト
ナ
ム
人

が
働
き
、
地
域
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

技
能
実
習
生
の
受
け

入
れ
当
初
は
６
人
だ
っ

た
外
国
人
労
働
者
は
、

２
０
２
１
年
に
40
人
を

突
破
。
町
の
人
口
減
少

が
進
む
一
方
、
外
国
人

の
増
加
を
背
景
に
、
ベ

ト
ナ
ム
人
に
対
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も

高
ま
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
が

多
い
地
域
。
ベ
ト
ナ
ム

人
の
大
半
が
20
代
で
、

若
い
世
代
と
の
交
流
を

望
む
声
も
増
え
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
要
望
を
受
け
、

町
は
２
０
２
０
年
４
月
、

ベ
ト
ナ
ム
人
の
言
葉
や

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

採
用
。
町
民
と
ベ
ト
ナ

ム
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
人
材

を
確
保
し
ま
し
た
。

　

旭
川
福
祉
専
門
学
校

（
上
川
管
内
東
川
町
）
で

日
本
語
を
学
ん
だ
ホ
ー
・

テ
ィ
・
ヌ
ー
・
ク
イ
ン

さ
ん
が
１
人
目
の
協
力

隊
と
し
て
着
任
。
翌
年

の
21
年
に
、
同
じ
学
校

を
卒
業
し
た
フ
ァ
ム
・

テ
ィ
・
モ
さ
ん
が
町
の

協
力
隊
員
に
な
り
、
２

人
体
制
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
で

英
語
も
学
ん
だ
ヌ
ー
さ

ん
は
、
３
カ
国
語
が
話

せ
る
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
。

モ
さ
ん
は
日
常
会
話
の

ほ
か
、
尊
敬
語
や
謙
譲

語
の
使
い
分
け
、
日
本

の
こ
と
わ
ざ
や
四
文
字

熟
語
を
覚
え
、
俳
句
も

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
語
に
堪
能
な
彼

女
た
ち
２
人
は
「
ベ
ト

ナ
ム
人
の
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
が
目
標
」
と

声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

ベトナム人が住みやすい地域にーー

ホー・ティ・ヌー・クインさん
ベトナム中部のフエ市

３年目
カラスが大きい

ラーメン、アイスクリーム
広い青空、親切な方たち

ベトナム語や食文化、伝統的な遊び
・日本語能力試験Ｎ２

・普通自動車運転免許証

ファム・ティ・モさん
ベトナム北部のニンビン市

２年目
公衆トイレがきれい、ごみ処理方法

味噌ラーメン、すし、刺身
落ち着く、食べ物がおいしい

ベトナムの魅力や習慣
・日本語能力試験Ｎ２

・食品衛生責任者

名前
出身地

妹背牛に来て
驚いたこと

日本の好きな食べ物
妹背牛の良いところ
伝えたいこと
資格

ベ
ト
ナ
ム
人
と

日
本
人
の

橋
渡
し
役
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ベトナム人の生活サポート

ごみの分別方法

町内マップ 交通ルール

妹  

背
牛
町
内
で
生
活

す
る
ベ
ト
ナ
ム
人

に
と
っ
て
、
一
番
の
困

り
事
は
日
本
語
で
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
や
緊
急

時
の
連
絡
先
を
は
じ
め
、

ご
み
の
分
別
、
健
康
診

断
、
製
造
業
の
安
全
管

理
、
観
光
マ
ッ
プ
に
至

る
ま
で
、
日
本
語
で
書

か
れ
た
内
容
を
協
力
隊

員
が
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻

訳
し
、
技
能
実
習
生
ら

が
住
む
研
修
寮
に
配
っ

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
は
、
町
が
配
付

し
た
不
織
布
マ
ス
ク
や

生
活
応
援
の
地
元
商
品

券
の
受
け
取
り
方
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
方
法
な

ど
、
町
の
取
り
組
み
に

応
じ
て
随
時
、
必
要
な

情
報
を
ベ
ト
ナ
ム
語
に

翻
訳
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
力
隊
員
た

ち
は
、
役
場
に
訪
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
人
の
行
政
手

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
。
日

本
語
で
書
か
れ
た
用
紙

に
氏
名
や
住
所
な
ど
、

必
要
箇
所
の
記
入
を
手

伝
い
ま
す
。

　

公
共
・
医
療
施
設
の

窓
口
対
応
で
は
、
体
調

を
崩
し
て
診
療
所
へ
向

か
う
ベ
ト
ナ
ム
人
に
同

行
す
る
こ
と
も
。
医
療

ス
タ
ッ
フ
と
の
間
に

入
っ
て
通
訳
し
、
症
状

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
で

診
察
ま
で
の
時
間
を
短

縮
さ
せ
ま
す
。

　

町
内
の
生
活
に
馴
染

め
る
よ
う
、
実
習
生
ら

の
要
望
に
応
え
た
活
動

も
。
町
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

た
い
ベ
ト
ナ
ム
人
を
対

象
に
日
本
語
勉
強
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
職
場

の
同
僚
と
食
事
を
楽
し

む
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー

も
翻
訳
し
、
暮
ら
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
続

け
て
い
ま
す
。

協力隊員が講師を務めた日本語勉強会 飲食店のメニューをベトナム語に翻訳 役場の行政手続きを２人がサポート

生
活

・
医

療
　

　　交通・緊急　　  観
光

・
グ

ル
メ

　

　　  

翻訳

仕 事 関 係

言葉の壁

職場の安全確認
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ベ
ト
ナ
ム
キ
ッ
チ
ン
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！

～ベトナム風の揚げ春巻き～～ベトナム風の揚げ春巻き～

町民とのコミュニケーションツール

日
本
人
向
け
に
試
作

地
域
振
興
に
も

母
国
の
郷
土
料
理

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
協
力
隊
員
が

腕
を
振
る
う
揚
げ
春
巻
き
は
、
豚
ひ
き

肉
や
春
雨
、
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
具
を
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
に
包
ん
で

揚
げ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
郷
土
料
理
で
す
。

　

協
力
隊
員
の
母
国
で
は
、
日
本
の
お

正
月
に
当
た
る
特
別
な
家
族
行
事
に
振

る
舞
わ
れ
る
そ
う
。

　

カ
リ
ッ
と
揚
げ
た
香
ば
し
さ
と

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
が
町
民
の
皆
さ

ん
に
好
評
で
、
２
人
は
「
手
軽
に
食
べ

ら
れ
て
お
い
し
い
で
す
」（
ヌ
ー
さ
ん
）、

「
ビ
ー
ル
に
も
よ
く
合
い
ま
す
」（
モ
さ

ん
）
と
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

協
力
隊
員
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
料
理
や

食
文
化
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
が
制
限
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
期
間
を
利
用
し
て
、
日
本

人
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
を
試
作
。
日
本
に

あ
る
食
材
や
調
味
料
が
代
用
で
き
る
か

確
認
し
な
が
ら
、
味
付
け
に
も
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
看
板
メ

ニ
ュ
ー
が
、
揚
げ
春
巻
き
で
す
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
キ
ッ
チ
ン
」
と
銘
打
っ

た
企
画
は
、
町
内
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い

を
つ
く
る
「
遊
歩
市
」
や
、
そ
ば
打
ち

愛
好
者
の
新
そ
ば
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
、
屋
台
を
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
を
重
ね
る
ご
と
に
揚
げ
春
巻
き

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
加
。
１
時
間
を
待

た
ず
に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
地
域
振
興
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

接
客
の
仕
事
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
一
つ
。
協
力
隊
員
の
ベ
ト
ナ

ム
キ
ッ
チ
ン
に
技
能
実
習
生
ら
も
助
っ

人
と
し
て
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、

日
本
人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
が
集
う
国
際
色

豊
か
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

本
番
前
に
ベ
ト
ナ

ム
料
理
を
試
作
す

る
協
力
隊
員

ベ
ト
ナ
ム
キ
ッ
チ

ン
に
は
、
技
能
実
習

生
ら
が
助
っ
人
に
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ベトナム人を応援する町民の皆さまから

　
ケ
ー
キ
を
囲
む
３
人
の

写
真
は
、
友
だ
ち
の
誕
生

日
を
祝
う
ヌ
ー
さ
ん
か
ら

「
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
作

り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
、
頼
ま
れ
た
時
の
ワ
ン

シ
ー
ン
で
す
。

　

長
男
が
海
外
留
学
を
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
彼

女
た
ち
に
親
近
感
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
何
度
か
食

事
を
す
る
う
ち
に
仲
良
く

な
り
、
今
回
の
依
頼
を
受

け
た
時
は
、
お
菓
子
作
り

が
好
き
な
私
の
出
番
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
が
妹
背
牛
町

に
来
て
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム

人
と
接
す
る
機
会
が
増
え

て
、
親
し
み
や
す
い
印
象

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ヌ
ー
さ
ん
は
「
お
と
な

し
そ
う
に
見
え
て
、
自
分

の
意
見
や
目
標
を
し
っ
か

り
と
持
っ
て
い
る
人
」、
モ

さ
ん
は
「
周
囲
の
雰
囲
気

を
明
る
く
す
る
愛
き
ょ
う

が
あ
っ
て
、
歌
も
上
手
」。

　

対
照
的
な
性
格
の
２
人

に
共
通
す
る
こ
と
は
、
と

に
か
く
頑
張
り
屋
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
彼
女
た
ち
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

１区の東照美さん

右からヌーさん、ケーキを
持つ技能実習生、東さん

また一緒に遊んでネ！
元気なモさんと一緒にカレーライスを作った時は、

楽しくて初対面でも仲良くなれました。

作り終わった後は鬼ごっこをして遊びました。
モさんは足が速くて、逃げるのが上手でした（笑）

妹背牛小学校４年生の
まおちゃんとゆうりちゃん

娘みたいでかわいい！
いつもレストランにご飯を食べに来てくれます。

　今年８月、休みを合わせてくれたモさんの自宅でランチ。
作ってくれた揚げ春巻きを食べながら

「もうこんな時間」と思うまで
世間話で盛り上がりました。

たくさんのお買い上げ
ありがとうございます！

食材や日用品をよく買いに来てくれます。
ハキハキとしたあいさつで、礼儀正しいです。

商品の種類やお会計の方法などを
彼女たちが教えてくれるので

ほかのベトナム人も自転車のかごが
いっぱいになるまで買ってくれます。

フレッシュマートしんたに
の新谷さん

妹
背
牛
温
泉
ぺ
ぺ
ル
で

働
く
深
澤
さ
ん
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協力隊員の思い出～妹背牛での生活や仕事を振り返って

　パチパチと音を
立てて光る手持ち
花火が、とてもきれ
いでした。

　妹背牛町に来て 3 カ月が経ったころ、近所の人
たちが花火に誘ってくれました。職場の皆さんと
一緒にきれいな手持ち花火や打ち上げ花火を楽し
みました。
　ベトナムでは 2020 年まで、大きな花火大会な
どを除いて、個人的に花火をすることは法律で禁
止されていました。危険なため、花火が好きでも
自分たちで楽しむことはできませんでした。
　あの時、花火に誘ってくれて、初めて遊んだ時
の思い出は、今でも忘れられません。花火をきっ
かけに、初めて知り合った人たちとも仲良くなり
ました。

　日本に来て食べたラーメンの中で一番好きなお店が、
妹背牛町にある「らーめんばにはつ分家」です。
　薄味が好きな私は、いつもあっさりとした塩ラーメ
ンを注文。味の濃さを「薄め」でお願いしていました。
　３回目の来店を迎えたある日、お店の橋本さんが「い
らっしゃいませ。塩ラーメンの薄味ね」と、声をかけ
てくれました。私の顔と好みの味を覚えていてくれた
ことに驚き、感動しました。
　それぞれの好みに合わせてくれる味付けはもちろん、
優しい橋本さんの気遣いも、私が日本で一番おいしい
ラーメン店と思った理由です。

ヌーさん

・薄味を覚えてくれた
　　　　　　ラーメン店の橋本さん

ばにはつの橋本さん あっさりとした塩ラーメン

・初めての手持ち花火
　　誘ってくれたのは近所の人たち

モさん

・いろいろなことに挑戦できた１年でした

抽選会で当選者を発表

来
場
し
た
子
ど
も
と
記
念
撮
影

　皆さん、こんにちは！モです。
　今年を振り返ってみると、様々なことに挑戦したい私にとって、充実した１
年でした。妹背牛町での楽しい思い出やたくさんの出来事があり、今回の特集
では、その中でも特に印象に残った活動を紹介したいと思います。
　妹背牛町の取れたての新米、無添加のトマトジュース、大黒屋菓子舗さんの
おいしいお菓子などをもっとたくさんの人たちに知ってもらたい！そんな目標
を立てて、10 月 23 日に札幌で行われた秋の美味しいマルシェというイベント
に農政課の皆さんと参加しました。　
　牛の着ぐるみを着て接客を担当すると、お客さんが喜んで買いに来てくれた
ことがうれしかったです。
　抽選会で当選者を発表する役割も担当。当たった人にプレゼントを渡すと、
会場はとても盛り上がりました。
　妹背牛のファンを増やすため、今回のように皆さんと協力したいと思います。
経験したことがない体験の機会を与えてくれたことに感謝して、来年もまた、
新しい活動に挑戦したいです。


